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田野井慶太朗
准教授（兼坦）

小林奈通子
助教（兼坦）

杉田亮平
特任助教（兼坦）
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イネがリン酸を吸収する様子

イネ根端が鉄を吸収する様子

非密封 RI 実験 国際共同研究

塩沢 昌
教授（兼任）

二瓶直登
准教授（兼坦）
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放射線植物生理学研究室（応用生命化学専攻） 放射線環境工学研究室（生物・環境工学専攻）

植物は無機元素を栄養とし、光合成により有機物を作り出
す「生産者」です。植物中の無機元素や光合成産物を放射
性物質を利用して可視化する技術の開発をしています。主
に、マグネシウム、ナトリウム、カリウム、セシウムといっ
た元素の動態を解析してきました。
福島第一原発事故による放射能汚染に関する研究にも参画
しています。

東京電力福島第一原子力発電所事故で放射性セシウムに汚
染された地域の農業復興に寄与する試験研究を行っており
ます。
福島県内を主な舞台とし、大気、水、土壌などの農林生産
環境内における放射性セシウムの動態や、作物の放射性セ
シウム吸収メカニズムの解明を目指しています。

新体制より 

放射線植物生理学研究室（応用生命化学専攻）
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（2017.10 現在）
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根本圭介
教授（兼任）

廣瀬 農
特任講師（兼坦）

丹下 健
教授（兼任）

橋本昌司
准教授（兼坦）

◀ 福島での調査風景

実験室での苗木実験の様子

国際原子力機関での会議風景

▲土壌に蓄積する放射性セシ
ウムのモデル予測例

フィールドワーク 測定インフラ提供

ラボ実験

対話

講義実習

我々が目指す研究と教育のフィードバック

実践的知識の提供社会からのニーズを吸収

農地環境放射線学研究室（生産・環境生物学専攻） 放射線森林環境動態学研究室（森林科学専攻）

放射性 Cs で汚染された実際の農業現場での調査と、ラボ
での精密実験の双方を行うことで、相乗効果を生み出すこ
とを目指します。
様々な場を通じて実践的知識を提供すると同時に、社会の
ニーズを吸収することで、研究と教育の間に正のフィード
バックを起こすことを意識して活動しています。

福島原発事故により汚染された地域の多くが森林に覆われ
ています。森林に降った放射性物質が森林の中でどのよう
に移動していくのか、実験やフィールド調査で明らかにす
るとともに、モデルや地理情報システムを用いた解析を行
います。
国内外の大学・研究機関と連携すると同時に、国際原子力
機関のプロジェクトに参画するなど、国際的な取り組みも
行なっていきます。
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6 編集後記

福島原発事故以降の、農学部放射性同位元素施設の社会貢献は大きなものがありま

す。その貢献が認知・評価されて、東京大学の概算要求プロジェクトとして、「農業

環境と食の安全を対象とした放射線実践教育プログラム」（平成 25-27 年度）と「現場

重視の課題解決力獲得を目指す農業放射線教育プログラム」（平成 28-32 年度）が連続

して採択されています。また、従来行われてきた放射線トレーサー生命科学に加えて、

フィールド放射線科学を含めて研究教育の範囲を拡大し、環境放射線生態学の教育・研

究の世界拠点を目指しています。そして、こうした新たな拠点展開のために、平成 29

年 4 月、「アイソトープ農学教育研究施設」として改組するに至りました。長澤元研究

科長が All 農学部として取り組むべき課題ということで強く推進された努力がようや

く形になったかと思います。

思い起こせば、私も学生から助手時代にかけて、3H でラベルした昆虫フェロモンの

合成 , ペプチドへの 125I 光アフィニティラベルの導入、35S で DNA 塩基配列の決定、32P

でリン酸化の定量など、様々な核種を用いて、生命科学実験を行ってきました。しかし、

RI が盛んに用いられた時代は去り、脱 RI 化が進み、施設の利用者も減ってきました。

その結果、全学的には RI 施設の集約のほうへ向かっています。一方で、Life Sciences 

and Radioecology という農学ならではの RI 教育・研究の展開は、α線核種の臨床応用

といった新たな領域と並んで、重要な一つの拠点として機能することは間違いありま

せん。

本記念号では、大変ありがたいことに、歴代の RI 施設関係先生方に歴史を語ってい

ただく貴重な機会を得ることができました。RI 施設が果たしてきた、RI 利用研究の黎

明期から今日に至るまでのサイエンスと社会への貢献を改めて知る、そして再認識す

ることができます。東京大学大学院農学生命科学研究科・農学部で新たに走り出した

アイソトープ農学教育研究施設は、温故知新の精神で、今後さらに発展して社会的に

重要な立ち位置を維持し続けることが期待されています。引き続き皆様には施設の有

効活用とサポートをお願いできればと思っております。　　

東原和成　

アイソトープ農学教育研究施設長

平成 30 年 3 月 30 日

東原和成　
アイソトープ農学教育研究施設長
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